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【技術分類】２－２－１ 種別栽培方法／菌根性菌／キシメジ科シメジ属 
【技術名称】２－２－１－１ ホンシメジ（Lyophyllum shimeji） 
 
【技術内容】 
１ 生理特性 
コナラ林およびアカマツ林に発生する菌根性きのこ。菌糸の成長温度は 5～32℃で、最適温度は 25

～26℃の菌株が多い 1)。子実体の発生温度は 15℃前後。菌糸は窒素と鉄の要求性が高く、一般的な菌

根性菌よりやや高めのpH5.4で良好な成長を示す 2)。炭素源は単糖類の他でんぷんもよく利用する 1)。

菌根性であるため、かつては栽培不可と考えられていたが、現在では以下の方法で栽培が可能。 
２ 林地栽培 

15～25 年程度の若いコナラ林やアカマツ林で、低木や草本、落葉の除去を行うと、接種しなくても

ホンシメジが発生する例がかなりある 3)。別の場所に生息しているホンシメジの菌糸を苗木に感染さ

せ、その苗を手入れした未発生林に移植したり、純粋培養した菌糸塊を埋設したりすることにより発

生の可能性を高められる 4)。 
３ 鉢栽培 
日向土、赤玉土、大麦、米糠などからなる培地で純粋培養した菌糸塊を、取り木により育成したア

カマツの苗木とともに植木鉢に植裁すると（図 1）、接種当年よりホンシメジが発生する 5)。 
４ 菌床栽培 
広葉樹おがこと精麦した粒状の大麦にカリウム、鉄などを主成分とする無機栄養を添加した培地を

用い、20～25℃で菌糸を培養する。表１は無機塩等の添加溶液の組成である６）。菌糸が培地全体に蔓

延した頃（接種後 40～50 日）、培地上にピートまたは鹿沼土で約 1cm の厚さの覆土をする。覆土後

さらに 7～10 日間培養した後、室温を 15℃とする。温度低下後、約 1 か月で収穫できる（図 2）6)。

培地に小麦粉を追加すると工程が短縮される 7)。表２は、おがこと大麦の混合比が子実体収量に及ぼ

す影響を示しており、おがこ：大麦＝1.5：１で収量が多い６）。 
ホンシメジは形態や生理的性質が菌株で大きく異なるため、菌株を選抜することにより、培地材料

の麦の代わりにトウモロコシの粒 8)やその粉末 9)を使用することができ、また、覆土を省略すること

も可能である。 
 
【図】 
図１ ホンシメジ鉢栽培のための接種状況 

 
出典：本標準技術集のために撮影者より提供を受けて掲載（撮影者 奈良林試、河合昌孝） 
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  表１ 添加溶液の組成 

 

出典：「ホンシメジの実用栽培のための栽培条件」、日本菌学会会報 39 巻 1 号、1998 年 4 月 15
日、太田明著、日本菌学会発行、15 頁 表 2. 添加溶液の組成 

 
表２ 2 系統のホンシメジ Lyophyllum shimeji の子実体発生量に対する広葉樹おがくずと大麦の

混合比の影響 

 

出典：「ホンシメジの実用栽培のための栽培条件」、日本菌学会会報 39 巻 1 号、1998 年 4 月 15
日、太田明著、日本菌学会発行、15 頁 表 1. 2 系統のホンシメジ Lyophyllum shimeji の子

実体発生量に対する広葉樹おがくずと大麦の混合比の影響 
 
【出典／参考資料】 
1)「Some cultural characteristics of mycelia of a mycorrhizal fungus, Lyophyllum shimeji」、
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【技術分類】２－２－１ 種別栽培方法／菌根性菌／キシメジ科シメジ属 
【技術名称】２－２－１－２ シャカシメジ（Lyophyllum fumosum） 
 
【技術内容】 
１ 生理・生態特性 
 菌糸は、炭素源として、デンプンを利用してよく成長した 1,2,3)。菌糸は、窒素源として、カザミノ

酸、ペプトン、酵母エキス、肉エキス、カシトン、ソイトン、アミノ酸混合物などの有機態窒素を利

用してよく成長した 1,3)。菌糸は初発 pH4.7～6.0 付近でよく成長し、至適 pH は 5.2 付近であった 3)。

菌糸の成長速度はホンシメジに比べ遅かった 3,4)。コナラの細根に菌根を形成しており、マツタケ同様

にシロを形成し、毎年外側に向かって約 30cm 広がっていた 5)。 
２ 菌床栽培 
 おが屑と押し麦にミネラル成分などを混合した培地に、6 月に菌糸を接種して培養した。8 月中旬

に菌回りの良好なものを選び、滅菌済みの湿ったピートモスを覆土し、9 月下旬に子実体の発生を確

認した 6)。栽培ビンに大麦を 100g、ブナのおが屑を 6.5g、太田の菌根菌用培地を 1/10 に希釈した溶

液を 175ml 入れて培地を作成し、菌糸を接種して 23℃で 60 日間培養した。次に、滅菌済みのピート

モスで培地上面を被覆し、さらに 3 日間培養して 15℃に移し子実体の発生を促した。菌糸の接種から

125～140 日後に、5 菌株中 1 菌株（Lf-H003 株）で子実体が発生し、発生は安定していないが、菌

株によって純粋培養下で子実体を形成する能力があることが判明した 7,8,9)。これらの栽培方法は、い

ずれも、太田が開発したホンシメジの栽培方法 10,11)による栽培方法である。 
3 樹木との共生による栽培 
 4 月下旬にコナラ苗木と培養菌糸を植木鉢に入れ、殺菌土を被せ 23℃で培養した。10 月下旬に培

養温度を 15℃に低下させたところ、コナラ苗木 6 本中 1 本の根元から子実体が発生した 12)。 
 
【図】 
 図１ 容器内で子実体を形成するシャカシメジの菌株 

 
出典：「シャカシメジの容器内における子実体形成」、最近の研究成果、2000 年 3 月 31 日、広島県

立林業技術センター編、広島県立林業技術センター発行、10 頁 写真 容器内で子実体を形成

するシャカシメジの菌株 
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 図２ 子実体発生状況 

 

出典：「シャカシメジの純粋培養下での子実体形成」、日本応用きのこ学会第 4 回大会講演要旨集、

2000 年 8 月 9 日、衛藤慎也著、日本応用きのこ学会発行、46 頁 表 1 子実体発生状況 
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